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１．事例の概要 

２回経産婦。妊娠３７週４日、妊産婦は陣痛発来のため入院した。入院時

の内診で子宮口の開大９ｃｍ、展退８０％以上、児頭の位置Ｓｐ＋１ｃｍで、

胎児心拍数は１４０拍／分台であった。陣痛開始から２時間５分後、助産師

は人工破膜を実施し、羊水混濁（２＋）で入院後の胎児心拍数陣痛図は､一貫

して基線細変動の減少を伴った１６０～１７０拍／分の頻脈が認められ､一

過性頻脈や明らかな徐脈は認められていない｡努責感が増強し、陣痛開始後２

時間５２分後に児が娩出された。羊水混濁（２＋）あり、臍帯過捻転があっ

た。胎盤病理組織学検査で絨毛膜板の胎児血管に血栓の形成がみられた。 

児の在胎週数は妊娠３７週４日で、体重は２５９２ｇであった。アプガー

スコアは、１分後４点（心拍２点、呼吸１点、反射１点）、５分後７点（心拍

２点、呼吸１点、筋緊張１点、反射１点、皮膚色２点）であった。臍帯動脈

血ガス分析値はｐＨ７．３８７、ＰＣＯ２３４．０ｍｍＨｇ、ＰＯ２２３ｍｍ

Ｈｇ、ＨＣＯ３
－２０．５ｍｍｏｌ／Ｌ、ＢＥ－５ｍｍｏｌ／Ｌであった。出

生後バッグ・マスクによる人工呼吸と酸素投与が行われた。酸素投与下で経

皮的動脈血酸素飽和度９５％となるが、刺激に対する反応が少なく､生後１３

分に高次医療機関ＮＩＣＵへ連絡した。生後１時間２０分にＮＩＣＵ医師が

到着し、気管挿管、肺洗浄を実施した。児は出生後の約３時間３０分に高次
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医療機関のＮＩＣＵに搬送された。医師は、胎便吸引症候群、重症新生児仮

死、低酸素性虚血性脳症、新生児遷延性肺高血圧症と診断し、一酸化窒素療

法が開始した。生後２７日の頭部ＭＲＩ検査では、「両側大脳半球には多嚢胞

状を呈し、Ｔ１ＷＩ低、Ｔ２ＷＩ高信号を呈している。両側の視床、基底核

も萎縮し、内部にＴ１ＷＩ低信号、Ｔ２ＷＩ高信号域を認める。側脳室に軽

度拡張あり。脳幹部では大脳脚が萎縮している」との所見であった。 

本事例は診療所における事例であり、産科医１名と、助産師４名が関わっ

た。 

 

２．脳性麻痺発症の原因 

本事例の脳性麻痺発症の原因は､入院前に子宮内で生じた中枢神経障害で 

あると考えられる。中枢神経障害の原因のひとつとしては､胎盤の血栓形成お 

よび臍帯過捻転に起因した臍帯血流異常が関与した可能性がある。 

 

３．臨床経過に関する医学的評価 

妊娠中の管理は一般的である。 

入院１０分後から分娩監視装置を装着したことは一般的である。２回経産 

婦、子宮口が９ｃｍ開大していたことから、人工破膜を行ったことは選択肢 

としてあり得る。回旋異常に対して側臥位として経過観察したことは選択肢 

のひとつである。胎児心拍数陣痛図で基線細変動が乏しいと判読しているが、 

分娩が進行しており経腟分娩を選択したことは選択肢のひとつである。臍帯 

動脈血ガス分析を行ったことは一般的である。胎盤病理組織学的検査を実施 

したことは適確である。 

出生直後、まず吸引（気道確保）してからバッグ・マスクでの人工呼吸を 

行ったことは基準内である。児の刺激に対する反応が少ないため、生後１３ 
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分で高次医療機関ＮＩＣＵへ搬送依頼したことは医学的妥当性がある。ＮＩ 

ＣＵ医師到着まで口元酸素投与で経過観察したことは一般的である。 

 

４．今後の産科医療向上のために検討すべき事項 

１）当該分娩機関における診療行為について検討すべき事項 

診療録の記載について 

本事例において、診療時に異常がなかった場合の診療録への記載がされて

いなかった。異常がないという所見に関しても診療録に記載することが望ま

れる。 

 

２）当該分娩機関における設備や診療体制について検討すべき事項 

事例検討について 

児が重度の新生児仮死で出生した場合や重篤な結果がもたらされた場合

は、その原因検索や今後の改善策等について院内で事例検討を行うことが望

まれる。 

 

３）わが国における産科医療について検討すべき事項 

（１）学会・職能団体に対して 

研究への支援について 

本事例のような分娩前に発生する中枢神経障害に関する研究を推進す 

ることが望まれる。 

臍帯過捻転は子宮内胎児死亡、胎児発育不全、胎児機能不全に関与す 

ることがある臍帯異常のひとつとされているが、全国的な臨床的調査は 

殆どない。合併症の頻度などの調査研究が望まれる。 

（２）国・地方自治体に対して 
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特になし。 


